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車のライフサイクル全体での価値創出のあり方
― ユーザー、OEM双方にベネフィットをもたらすデータ活用方法とは
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Aerisは、世界のCSPに向けたコネクティビティ管理プラットフォームを
提供。IoTソリューションの開発を加速し、導入をシンプルにします

Aerisのクラウドネイティブ技術は、自動車OEMにスピーディで柔軟な展開
を可能にし、データ活用を最適化しながらTCOを大幅に削減します

1. Aeris概要
ロケーション: 
• アメリカ(本社)
• 日本
• イギリス
• インド
• ルーマニア

約30年の知見と経験を背景に、世界のセルラーIoTソリューションをリード

Automotive

IoT

Aerisは、2つの事業部門を通じて、多様な業界にソリューションを提供しています



1. Aeris概要

主要なサービス

• コネクティッドカープログラム向け

フルスタック・クラウドプラットフォーム

• マイクロサービスアーキテクチャーにより、

• 必要なモジュールをご提供

• サービス投入を最速化

• グローバルにスケーリング

• 運用コストを最適化
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24時間365日のグローバルサービスオペレーション

GSOCによるリアルタイムモニタリング
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1. Aeris概要

主要な拠点と役割
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Fusion IoT Network Aeris Mobility Suite Mobility Eco-System In-Vehicle Data Center SDV Life-cycle 
Management

AI Agent Powered 
Connected Car

1. Aeris概要

今までとこれから

・3rd パーティエコシステム
・データ収益化

・エッジクライアント拡充
・クラウド技術を応用した
In-vehicleデータセン
ターの確立

車両のデジタルライフサ
イクルを統合管理する
プラットフォーム

次世代AIエージェント技術
で、開発スピードを加速し、
コストを最小化し、品質を高
める。
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2. データ活用の広がり

クルマの進化に伴い、データ活用の幅が広がる

コネクティッド化 SDV化 データ活用の多様化

クルマのライフサイクルで誰がどうベネフィットをうけるのか？

非コネクティッド

・走るだけ
・販売後の姿見えない

・つながるクルマ
・リアルタイムで把握

・ソフトで進化するクルマ
・1台が多様なモデルに

・ライフサイクルで価値創出
・使うたびに進化する



2. データ活用の広がり
ライフサイクル全体でのデータ活用

ハードウェア共通化
ソフトで品番多様化

シミュレーション
主導開発

設計・開発

クルマごとに設定 診断と最新ソフト
OTA

生産

売却時設定リセット中古車履歴データ

中古車販売

セカンド・オーナー

前車パーソナライズ
引き継ぎ

利用②つづく

最初のオーナー

ネットで注文

販売

パーソナライズ化

継続的進化OTA新しい機能の購入
リモート診断 AIによる

ユーザー適応

利用

利用

企画

データ・ドリブン
企画



３. 課題

①データの分断 ②クルマとクラウドの連携

③データ規制

• 世代ごとの分断
• 部門ごとの分断

• 地域ごとの関連法規
• ユーザー同意と透明性

• リアルタイム性・双方向性
• オブザバビリティ

④サイバーセキュリティ

• 広がる攻撃対象
• OTAが当たり前に



4. ソリューション
Unifiedプラットフォームの構築
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ポイント1:
複数世代の車両とプラット
フォームを1つに統合する。

ポイント2:
クルマとクラウド間のシンクロナイ
ゼーションを確立する。

ポイント3:
分断された部門間データを統
合し、クルマのデータも含め、新
サービスに繋げる



クルマ コネクティビティ クラウドプラットフォーム

アプリケーション・各種サービス

End to Endの監視

AIエージェント AIエージェント AIエージェント AIエージェント

4. ソリューション

オブザバビリティ（可観測性） - OpsView
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